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論文内容の要旨
本論文が主題とするノルベルト・エリアスの社会理論は、「文明化の過程」をキ一概念として知られてきた。ヨー
ロッパ諸国における中央集権化や機能的相互依存の進展とともに、振る舞いや「自然」な情動のコントロールが社会
的に要請され、その内面化を通じて衝動の自己抑制が生成をみたという議論であるO 本論文の目的は、こうした理解
が一面的であることを示し、それに代わるものとして、国家社会の近代的再編過程を基軸としたエリアス独特の歴史
像を提示することである o
この課題が次の構成に即して展開される。
序章 ir文明化の過程』をめぐって」では、 1970年代のヨーロッパに始まるエリアス研究が概観され、それらが常
に『文明化の過程』を巡って展開されてきたことが指摘される。 1989年の『ドイツ人論』の出版を契機に「文明化と
暴力」という新しい主題が出現するが、その解釈も依然として『文明化の過程J を基盤とするものであった。新しい
エリアス理解のためには、それ以外の著書に依拠した解釈が必須不可欠であると示唆される。
第 1 章「宮廷社会の社会学」では、エリアス社会理論の原理論的な再解釈が試みられる o このために検討されるの
が、『文明化の過程』の執筆に先行する『宮廷社会』である。この書は、単なる 17、 8世紀のフランス宮廷に関するモ
ノグラフではな L 、。宮廷人を「近代人」の原型として位置づけた、社会学的な自己省察の書である o まず宮廷人の原
型性が、自己省察の同型性から論証される。この宮廷人分析が、「公と私」現象を媒介にして、国家社会研究へと転
轍される。宮廷人の世界は、そこから排除された「アウトサイダー」の「私」との対比において「公」的時空として
立ち現れる o í公と私」の水平的分裂を支えるのが、宮廷人の「礼儀作法」、つまり王への従属性と有益性を顕示する
宮廷人の身体技法や生活様式である o í礼儀作法」によって卓越的中心性と「アウトサイダー」が同時に創出される
ところに、宮廷社会は閉鎖的な闘争場裡として編成される。この宮廷社会で醸成されるのが、「宮廷的合理性」と呼
びうる独特の型の計算可能性である。宮廷的合理性は、徹頭徹尾両義性によって、つまり自己抑制化とその破棄の惹
起、「理性」と「感情」の相魁によって特徴づけられる。こうした両義性が育む人格構造を源泉にして、「市民」と
「私人」の分化を内包した「個人」という人間像、卓越的な王と超越的な「国家」の分離、「公」と「私」が垂直的に
分裂した作為としての社会像が生成する。フランス革命期をひとつの顕著な現れとする国家社会の再編は、これら理
念によって牽引されてし、く。宮廷社会論は、エリアスにおいては近代社会のモデルという独特の意義をもっO 以下の
章で試みられるのは、このモデルを手がかりに、エリアスの社会学的営為を読み解く作業であるO
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第 2 章「個人と社会」において検討の中心に据えられるのは『社会学とは何か』であるが、その読解を補うために
『参加と距離化』や『諸個人の社会』が適宜参照される。エリアス社会学の基本的性質は、「個人と社会」という同時
代的なパラダイムとの対照によって最も鮮明に浮かびあがるo その乗り越えを図ったものとして位置づけるとき、エ
リアス社会学の骨格を構成する 3 つの主題、すなわち、科学像・人間像・社会像の再考という問題群が析出される。
まず科学像をめぐっては、「主観と客観」概念から「参加と距離化」概念への転換が、次に人間像の次元では、「閉じ
た人」として総括される単数形の主体的人間像に代わって、「開いた人々」という複数形の人間像の提起が、最後に
社会像の次元では、「社会」概念を特定の「われわれ」関係への固着から引き剥がすために、「図柄としての社会」と
いうパースペクティプの導入が敢行されている o 3 つの次元における構想の一体性が理解される時、エリアス社会学
は、「自己距離化」の社会学として把握されることになる。
第 3 章「近代への診断」では、第 l 章と第 2 章を下地にして、エリアスによる現状分析が吟味される。検討の中心
に据えられるテキストは『ドイツ人論』である o 5 つの論考からなる『ドイツ人論』をひとつのテキストとして読み
解くために、『ドイツ人論』のなかの「目撃者」というエリアスの視点に着目する o その変遷に即して『ドイツ人論』
が、 60年代のW篇と I 篇からなる前期と、 70年代未以降のV篇・ I 篇· m篇からなる後期という、 2 つの時期に分け
て解釈される。
アイヒマン裁判を契機にした前期の論考では、ドイツの近代的再編過程が、ナチズムの前史という観点から考察さ
れている。前期のテーマは「ナショナリズムという自己愛の存立機制」と規定される。「国家」という超越的存在を
結節項にした近代社会の編成は、原理的には不在の「アウトサイダー」を創出することによって可能となるo そのた
めの技法が、植民地拡張と「国民性」の構築である。前者のなかで成立するのが「市民的合理性」、後者のなかで成
立するのが「国民的合理性」であり、これら 2 つの合理性の結びつき方の相違から、「文明」と「文化」として表象
されるナショナリズムの 2 類型が析出される。こうした前期に対して、 70年代の西ドイツのテロリズムを契機とする
後期の論考のテーマは、「ナショナリズムの制度的限界」と規定される o I文明」を標携するナショナリズムの特殊性
と、「文化」を標梼するナショナリズムの近代における相対的普遍性が論じられ、西ドイツのテロリズムが、 20世紀
における社会像の変容のなかで露呈してきたナショナリズムの制度的限界、つまり、ナショナリズムによる社会統合
の不可能性という観点から捉えられる。こうした近代への診断のもと、ふたたびドイツ国家社会の再編過程を論じた
エリアスは、それを IW敗残者たち』の近代」として描きだした。
「結びにかえて」では、ナチズムの経験とともに生成をみた戦後社会学のなかに、エリアス社会理論を位置づける
ことが試みられるo エリアスと同時代を生きた E. フロムや T. パーソンズ:， M. ホルクハイマー =T. アドルノは、
「個人と社会」というパラダイムのもとで、「ネーション」という経験の新しさをそれぞれ分析してみせた。これに対
してエリアスは、宮廷社会を社会認識のモデルとして選び取っていたがゆえに、「ナショナリズムの制度的限界」を、
明噺に把握することに成功しえた。これまで「文明化の過程」を導きの糸に捉えられてきたエリアスの営為は、その
理論的母胎となった宮廷社会論から解釈し直されることにより、進化論的性質や「文明化された野蛮」の等閑視といっ
た批判を越え、「グローカリゼーション」としての現代という地平にまでつながる社会理論として、理解することが
可能になるのである o
論文審査の結果の要旨
本論文は、『文明化の過程』で有名なドイツからイギリスへの亡命者 N.エリアス (1897 -1990) の業績を、これ
までの近代における道徳意識の変容という視点に代わり、国家内・国家間の権力関係の変容という視角から、体系的
に読み解いたものである。
道徳から権力へ議論の平面を移すため、『文明化の過程』の陰に隠れて従来無視されがちであった最初の著作『宮
廷社会』に着目し、エリアスの近代=現代社会に対する分析枠組みが、この作品の中で彫琢されたものであることを
級密な議論によって明らかにし、次に、こうした「発見」が最晩年の作品『ドイツ人論』に対してどのような新しい
読み方を可能にするのかを手がかりに、自己の解釈の妥当性が周到に吟味されている。
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1990年代の後半、文明化の進展に伴い暴力が無くなるどころかかえって増大するという苦い現状認識に基づき、
「文明化と暴力J という新しい問題設定がエリアス研究の中で顕著になったが、本研究は、エリアスの様々な著作の
ウエイトづけを変化させることによって、オリジナルな見方を獲得し、新しい研究動向に一石を投じようとする試み
である。
以上の諸点から、本論文は、学位(人間科学)の授与に値するものと判定された。
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